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剩
勞
ヵ
を
供
出
し
な

'
. 

. -. 

•
• 

• 

. 

- 

- 

. 

. 

• 

- 

- 

- 

-

•』 

. 

. 

/ 

•

.

.

.

.

.

.

、
ぃ

名

ヤ̂
冷

稽

：加4
る
^
當

時
:<
?
>農

:1
1礙

景

氣
0
_謂

：ゼ:<
:
柘

農

產

物

價

格

：
の
.
騰

: *
.忙
お 

一
け
^
潘
水
>
_
木

善

獷

張
f c
:

基
^
む
勞
働
#
要
*
の

續

大

：
味5
ね
^
事

情
&
|
»

:

期
待
さ
れ
得
な
か
っ
た
。
女
工
に-
っ
い
て
も
、
婦
人
勞
働
の
全
般
的
な
消
極
性
の.
た
め
、
且.
っ
又
比
較
的
有
利
な
農
業
ぺ
の
進
出
の
.た 

め
、
そ•
の
募
集
を
困
難
な
ら
し
，め
た
。
又
對
肾
支
那
人
勞
働
者
の
輸
入
も
、
諸
種
の
事
由
か
ら
、
制
限
を
蘗
り
っ
、
あ
っ
た
。
事
實
昭 

;
和
|

年

に

念

て
I

の

塞

裏

は

證

傾

向

I

へ
示
し
た
の
で
あ
る
？

, '
• •

.

,、

、 

.

.

.

, 

'■.
そ
の
結
果
と
し
て
、..
臺

簿

に

.，お

い

て

は
低
廉
な
多
數
勞
働
者
の
雇
傭
を
必
要
>
す
る_
.
雜
エ
業
の.
發
達
は
、著
し
<
制
約
さ
れ
た
と 

見
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
に
お
い
て
、
少
數
の
勞
働
者
を
.以
て
足
る
重
•化
學
工
業
に
っ
‘い
て
は
、そ

の
；：勃
興
：が
矿
能
視
せ
&;
れ
た
0
鼋
カ 

•
資
源
の
開
發
と
相
俟
っ
て
、
こ
'の
部
門
0 .
擡
頭
は
勞
カ
問
題
の
觀
點
か
ら
も
、、.
保
證
さ
れ
た
の
で
あ.
る
。

，

'
:_

'

:

,

:

\

次
に
島
內
產
の
エ
•
鑛
資
源
に
っ
い
て
、
そ
の
產
出
狀
態
は
依
然
と
し
て
低
調
で
，あ
っ
た
o.
そ
れ
が
又
旣
法
に
お
^
て

、
-.
般

エ

業

の 

勃

興

を

阻

害

し

た

主

要

な

る

原

因

や

一

っ
で
，あ

る- *
に
ク
い
て
は
、
旣
に
指
摘
し
た
。
♦
電
カ
の
供
給
を
得
た
疋
際
し
て
、‘こ
：れ

と

結

• 

. 

.
•
•
•

■.
:
.

 

• 

: 

• 

• 

.

.

.

.

.

.广
'
. 

..

が
，っ
く
べ
き
資
源
の.
產
出
に
關
し
て
、.：
事
情
梂
矢
張
り
悲
觀
的
で
あ
っ
た
と
言

.は
ざ

湯

得

な

い

0
新
竹
州
下
の
；天
然
ガ
ス
、
尿
素
石

1，>V、
地

•
膏

原

料

た

る

花

連

港

廳

下

の

石

灰

石

等

が

、

そ
の
主
る
も
の
た

る

に

過

ぎ

な

い

。 

•

.

_

そ
れ
似
外
の
島
内
資
源
.
に

张

礎

を

餛

く

新

螞

：丄
.
業
1

し

て
は
、

パ

ガ
ス
•

パ
ル
プ
工
業
、
無

水

酒

精

工

業

、
及
び
製
鹽
業
等
の
齋
頭
を 

::

擧

げ
.る
事
が
出
來
；B

M -
U

谱
_

セ
：れ
奮
#

の
^
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.
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:
孓
の
窄
あ
：女

，
被

鹽

業

：は
南
部
杧
枭
け
へ
る
鹽
_

の
獷
張
を
地
盤
と
;1
.
:

で
、
迤

t 

? 

-
.

■»
.
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.
*
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• 
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-
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• 

- 
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. 
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. 

.

.

. 

-
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.

ま
れ
る

も
の

と
し
.
て
、
•

空

麻

、
鹿

麻

、

黄
麻
、
棉
花
.
'

甘

諸

等

を

工

業

原
料
と

し
て

列
記

し
得
る
の
で
あ
.
る
.
が
、
目

下

の

所

、

と
れ
ら

.

.

.

.

. 

» 

.

. 

V. 

. 

-

•

.

 

. 

. 

.........

..

 

. 

: 

: 

•. 

-

.

-

の
栽
培
そ
‘
の
も
の
が
未
だ
試
驗
期
の
域
を
脫
し
な
い
賢
狀
で
.
あ
る
。

.
，
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志

祀
あ
妙
：る
: «

源
。の
：耿

得
.龜
ー
*

方
^

為
^
^
^
^

, 

.

に
は
置
か
な
如
つ
た
。

そ
の
對
象
と
し
，て
.
、
'

滿

洲

國

、
旃
支
及
び
•
南

洋

方

面

の

諸

資

源

が

注

目

せ

ら

れ

た
0

そ
の
.
後

に

お

い

て

、

こ
の

.
 

■■し.
.
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.

■.
.
.

關
聯
は
漸
次
具
體
化
さ
れ
る
■運
び
と
な
つ
た
。
し
か
も
工
業
化
運
動
が
攩
頭
し
た
初
期
に
為
い
て
、
早
く
も
南
方
資
源
と
の
連
絡
が
着 

■自
せ
霞
れ
齡
蓽_

;:..
v6及
s

m
の,

顧

欢

國

力

發

展

资

現

實

の

：動

咏

_

思

播

合#
^
、.
頗

洛

腾

味

深

ぎ̂
 

へ：:.':

ム

^

-

化

機

權
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_

_

_

:

#

て̂

潘

灣
_

獷
邏
巧
_

識
_

^ '

巍

猶
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_

^

遍
 

襲

鄭

次

讓
"
：

®

蓮
_

築

港
■

g

®

H

■

に
_

規
，

な
；綱

河

成

.

部
.
0

搭

棲

を

中

心

に

、
大

規

模

な

新

高

港

築

港

が

進

行

中

で

あ

り

、

や
氺
て
招
來
さ
る
べ
き
茁
.方
と
の
海
上
交
澉
の
複
綜
に
對
し
銳
意 

眼

備

の

努

力

が
拂

は
れ

つ
つ

あ
る
。
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.
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工
業
地
帶
•は
、
高
.
雄

、
花

迆

港

を

中

心

に

建

設

を

終

り

、
漸

次

利

用

の

度

を

進

め

つ

、
あ
る
。

又
前
記
の
新
高

港
を

沖
心

と
し
て

も
"

.

.
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-
.
-
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*發
灣

:1
*
.顧化
間
姐
の
檢
討
. 

• 
, 

, 

•

三

六
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八
四
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火
規
模
な
都.
市
It
#:
が
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
。V

れ
‘ら
は
言
ふ
ま
で
も
な
く「 H

,

業
適
地」

提
供
の
觀
點
か
ら
、
工
業
化
^
對
し一

の
助
長
グ 

的
倔
因
を
形_
成

し

っ

、
あ

る

_

で
あ
る
。

\ 

' 

- 

■

:
;

\

..
'

四 

ベ
 

か
\
る
諸_

情
を<
置
讯
4
し
で
、
エ
業
化
の
運
動
弒
、-
眼
々
し
い
發
足
を
印
し.
た
。
そ
'の.
具

體

化

の

塞

本

條

件

が

、

夂

秦

氣

资

.源

■ 

/
.
V 

.
V 

. 

- 

.

■■
■:
.

「

- 

.

.

.

.

..
-
;
.
■■
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へ
.
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.

.

-■
■

■
:

.
：
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:

■
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■
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' 

. 

' 

:
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.

.*/

.

.

.

.

、

. 

.
;■
.

'

, 

'

の
開
發
に
あ
り
、
.こ
^
を
她
盤
と
し
て
'?
化
學
エ
業
の
勃
，興
が
促
さ
れ
た
事
は
、
旣

述

_の
如

く

，
で

あ

る

0 

.現實
の
，問
題
と
し
て
、
そ
れ 

は
如
何
な
る
經
過
を
迪
っ
た
の
で
あ
ら
ぅ
か
。 

\

 

• 

. 

■ 

•

.

で
の
點
に
っ
い
'て
、
先
づ
第一
に
擧
げ
な
くV

は
な
ら
な
い
の
は
*
昭
和
九
年
十1

月.
に
お
け
る
日
月
潭
第
、

.一

發

電

所

の

.完

成

で

あ 

る
。
と
‘の
大
瀨
模
發
電
に
よ
る
低
廉
な
電
力
供
給
を
受
け
て
、
電
氣
化
學
工
業
が
先
づ
誕
生
し
た
。
翌
年
六
月
に
成
立
七
た
高
雄
の
ア\ 

ル
ミ
エ
業
並
び
に
遨
隆
の
合
金
鐵
工
業
は
、
正
に
そ
の
先
鞭
を
な
し
た
。
前
者
は
そ
の
原
料
ボ
ー
キ
サ
ィ
ト
を
南
洋
ビ
'ン
タ
ン
島
に
印

■ 

■ 

A 
■
 

■
 

.
 

.
.
.
.
.

 

•
• 

. 

... 

- 

:
 

•

ヽ
 

•

ぎ
、後
者
は
旅
順
*
大
連
よ
り
硅
石
、
本
邦
八
幡
よ
衫
屑
鐵
を
人
れ
て
、‘
硅
素
鐵
を
製
造
す
る
と
い
ふ
典
型
的
な
§?
-
興
3:
.業
部
門
を
：形

成
1
■:
; 

し
た
。
/
 

- 

、 

• 

•

，
 

，

こ
の
賓
狀
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、

一

般
'エ
業
の
設
立
は
相
次
い
で
企
て
ら
ル
た
。
外
部
資
源
と
の
關
聯
の
下
に
、
或
は
島
内
工
業
原
料

•

.
 

の
活
用
に
よ
っ
て
、
'X
業
化.
の
前
途
は
洋.
々
た
る
も
の
を
思
は
せ
た
。
そ
の
：&
心
が
重
•
化
學
工
業
、就
中
電
氣
化
學
工
業
；の
育
成
に
置. 

か
れ
た
事
は
當
徹
で
あ
る
。 

.

.
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.

、

'
 
. 

' 

■

.

.

.

.

.
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■
ぐ
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： 

■

,
:
|
|
カ
:,
5
:禪
.な
石

；動

カ

資

源
:^
^
ャ
.だ
け
^
な

.<
-
:マ
«
樹

と

：じ

て

^

只

 

'

ニ

俱

输

過..剩.間
輝

を

一

，
掃

し

て

V

.

KT
十
く
も
逆
に
そ
の
、'不
浞
を
懸
念
ぜ
1
令
る
に
至
つ
.た
.0

こ
れ
に
.應
じ
て
、
甯
力
事
*
の
積
極
时
散
擴
瞭
. 

:
.

.'
が
企
て
ち
队
灰
タ
咕
^
十
ニ
^
七
另
の
日
月
潭
書

^
電
所
办
堯
成
ー
^
筹
の
後
威
十
啤
^

」

’
 
.
•..
し
玉.
圭
：と
1,
:
で.
水
カ
發
電.
源

玄

求

：め

で
4
鳥

內 

令

の*

S-、
：

開

發

を

有

利

.セ

思

は 

.
;,

れ
る
河
川
か
ら
‘f

着.
-々
と
發
電
計
畫
が
進
め
ら
れ
た
。
濁
水
溪
>'-
大
南
澳
溪
、
大
甲
溪
*
下

淡

水

溪

等

が

、
：
先

.
づ
ぞ
の
對
象
と
し
て選

：： 

へ
ば
れ
：だ
：0バ
文
犯
敷
港
繁
の
兜
成
を
觀
と
し_
て
、.
東
部
臺
灣
の
エ
業
的
開
發
が.
留
^
せ
ら
水
、.
ク
ツ
年
9
篦
、
木
爪
溪
、.—

:

..
地
方
の
水
ヵ
：發
電
；を
目
檫
电
_
:
'昭
和
十
：四
年
歧
東
臺
灣
電
九
興
業
株
式

 

ざ

':

.

'

:■

、
水

力

：電

源

調

蒼

の

結

集

：ゆ

■•
を
島
に
互
っ
^
そ
.
.の

(

豐
:'
«
な
名
事
が
置
と
な
ヵ
、、推
鬼
發
電
能
为
は
優
忙
0
〇
萬
キ
“
以
上
4 

ぶ
*

:

,
;:
:ち
れ
た
0
:ン
水
が
資
：源
め
豐
富
低
贬
は
雋
の
.內
外
.：に
喧

傅

せ_ら
れ

、

」

.エ
藥

化

，は

ー

層

の

«:
戟
を
受
け
^
と
_見
ら
れ
各
0'.
-
,
;
'

-.

そ
の
敝
、、
_

和
±-
秦

て
、
凝
灣
經
濟
の
上
に
も
新
た
な
る
轉
換
が
も
‘.た
ら
'さ
れ
た
。.
そ
れ
と
共
に
、
後
述
す
る
如
く
工
業
化
問
題
も
苒
出.
發
の
"必
要
を
求
め

ら
れ
つ
、
あ
る
。
，D
が
し
少
く
と
も
鄯
變
開
始
，後
ニ 
•
三
年
の
間
に
杈
い
て
は
、
工
業
化
運
動
は
比
較
的
順
調
な
發
展
を
迆
づ
た
と
言
：へ

• 

• 
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る
。
臺
鈒
の
調
夼
に
ょ
れ
ば
、
昭
和
十
年
以
降
同
十
四
年
末
ま
で
の
新
設
會
社
數
四
十
九
社
、公
稱
資

本

金

額
總
計
エ
億
圓
を
算
し
た
。.
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新
設
會
社
の
事
業
種
類
別内
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は
次
の
如
く
で
お
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資
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熱
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れ
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发
記
の
も.
の
以
外
に
、
聊
か
趣
を
異
に
す
る
と
は
言.
へ
、
と
れ
ま
，で
第
業
の
副
工
業
と
じ
て
の
み
試
み
ら
水
^
バ.
ガ
ス
•
パ
ル
フ
エ 

畫

に

無

水

‘酒
精H

,

顯
著
な
醫
を
擧
げ
な
く
て
は.
な
ら
な
い
。
甚

Q.

■

た
るV

力.
ス
は
、
元
來_

エ
*-
%

€

自

家

用

燃

料 

と
し
て
軍
用.
せ
ら
れ
て
來
た
。
昭
和」

ハ
年
以
降y

お
い
て
、
先
，づ.
こ.
机
^
加
エ
七
プ
售
築
用
材
た
る「

テ
ッ
キ.
ス」

の
，製

迅

を

導

い

た
0 

.
そ
の
後
取
が
國.
繊
雜
資
源
の
ネ
足
對
策
と
し.
て
，
硏
究
を
mc
め
た
結
果
、
’こ
れ
ょ
り
パ
ル
プ
原
料
の
逝
出
に
成
功
し
た
の
で
I

。
本 

工
業
は
當
.初
は
そe

原
料
提
供
者
食
'る
糚
業
•.の
副
業
と
し
て
小
規
模
に
經
營
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
が
、
や
が
て
國
內
繊
維
資
源
自
給
の
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業

副
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る

酒

精
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に
つ
，い.
'
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、
糖
蜜
を
原
料
と
す
る
含
水
‘酒
精

の

遷.
は
、
古
く
ょ
'り
行
は
れ
て
ゐ
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に
お
片
る
時
周
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必
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は
、
代
用
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體
燃
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霧

Q
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奢
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國
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求
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至
っ
た
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應
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お
い
て
も
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本
H
m
Q
育
成
がS

ら
れ
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と
な
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ガ
ス
•
パ
プH

業
の
如
く
獨
立
的
形
態
は
採
ら
な
い
が
、
そ
の
母
體
エ 

業
灸
る

-.
^

業
に
、
そQ

製

管

1

任
さ
れ
、■•
昭
和
十
二
年
‘以
降
，
？

產

出

さ

な

i

る
。

原
料
と
し

て

は

，

糖
蜜
の
み
な
ら
ず
、

>
甘
蔗
、.
甘
藷
等
の
利
闬
も
着
目
せ
ら
れ
た
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.
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れ
ら
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察
灣
靈
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瓿
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又
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酒
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エ
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へ
の
そ
の
響
に
つ
ぃ
て
、
合
瑕
的
配
分
が
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.
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な
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し
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榮
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狀
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。
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支
郢
事
變
刃
勃
發
は
、
當
然
こ
の
‘事
情
に
拍
車
を
か
け.
た
。
全
塵
の
調
和
的
發
展
は
、

一
段
と
雲
化
さ
れ
た
。
し
か
し
乍
翕

變-
の
長
期
化
に
伴
ふ
內
外
悍
勢
の.
新
展
開
士
共
に
、I

層
灣
經
搞
も
又
新
た
な
る
局
面
を
迎
人
'̂

に
至
つ.
た

の

，で

ぁ

.る

.'
0
,

長
期
戰
下
に
お
け
る
戰
時
食
糧
政
賢
確•立
の
必
要
か.
ら

、
問

題

は

先

づ

米

に

，つ

い

て

燃

ぇ

上

つ

友

o
所
で
昭
和
六
年
米
穀
年
度
を
劃
期

と
し
て
、
、的
外
澠
を
通
じ
て.
の

米

穀

需

給

狀

態

は

、
著
し
，
い

供

給

過

剰

の

傾

向

を

續

け

た

.
o
そ
■の
對
策
と.
し.
で
、外
地
米
作
に
對
し
て
は

徹
底
的
な
抑
壓
方
針
が
採
ら
れ.
た
、。

臺

灣

米

袅

い

て

も

昭

和

八

年

以

降

、
疆

Q

法f
g

統
制
策
が
、
加
重
的
に
適
用
さ
れ
た
0 —

■
局
昭
和
十
年
九
：月
の
米
穀
裏
管
麗
の
施
珩
を
經
て
、.
昭
和
十
四
2

月
十
日
、r

臺
灣.
米
穀
移
出
管
理
令」

が
發
布
さ
れ
、
同
年
十
'.

>
一
月
一
日
ょ
り
實
施
さ
れ
る
事
と
な
つ
た
。
そ
の
間
、
水
利
施
設
の
禁
止
が
斷
行
さ
れ
、
又
所_

工
業
用
作
物」

の%

.極
的
な
獎
勵
方 

策
が
進
め
ら
机
た
事
は
、
ヒ
\

に
繰
返
ず
ま
で
も
な
W
タ. 

.

こ
れ
'ら
諸.
手

段

の

目

標

と

才

る

所

は

'、
，臺

灣

に

お

け

る

來

作

偏

重

傾

向

の

是

正

と

工

業

用

作

物

の

增

產

を

中

心

に

、
農

業

.
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湯

或
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を

通

じ

て

全

淹

業

の

，調

和

的

發
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を

肝
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^
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ク
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•
た
の
，
で
ぁ
る
。

外

地

米

款

樂

策

は

妳

贵

か

，
ら

助

長

へ

と

再

轉

ル

だ

パ

か

く

し

ガ

同

年

±-..
月
か
ら
の
.「

米

會

令」

實

施

に

際

し

て

：も

、

-
そ. 

の
蓮
用.
に
ょ
る
‘內
地

へ

，の

_,
提
供
が
第
|
義
的
と
な
っ
た
。
.

.

.
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，

パ

と
の.
必

要
は
そ
の
；後

引

續

い

S

化
さ
れ
た
。
法

制

的

處

置

の

よ

る

供

出

米

の.
確
保
が
企
て
ら
れ
る
傍
ら
、
應
急
增
產
I

も
樹
立
さ
れ
た
。'米
穀
增
I

緊
要
性
は
す
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せ
ら
れ
る
。

. 

' 
、

* 

- 

- • 
- 

• 

■ 

. 

:
> 

/
 

■ 

. 

I
- 

• 

; 

■

-
 

. 

- 

•

.

:
:

南

支

は.又
：、
：；

寞

太
.

#
地
：：下

資

源

：
：

Q
:

埋
藏
地：

と
じ
：.て
'注
用
せ
ら
れ

意
義
を
持
つ
事
は
明
ら
か
‘で
あ
る
。
石
炭
、
鐵
鑛
は
各
错
を
通
じ
て
生
要
齑
物
を
形
ち
作
り
、
と
、れ
ら
に
對
し
て
は
、旣
に
英
•
米
等
の. 

先
進
列
强
、f c

よ
る
投
資
が
續
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
最
近
に
■お.
い

て

、

南

，支

.
の

資

源

的

價

値

.を
一
没
と
高
め
る
効
®
を
も
た
ら
し
た

の
は
、
錫
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、

マ
ン
ガ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、

そ
の.
他
舞
殊
鑛
產
物
の
，產
出
で
あ
る
。•
就
#
廣
東
省
の
ク
ン
グ
ス
テ
ン
'
:
>
: 

及
び
.乇

9:
:
;ブ：デ.
ン
、.
廣
西
省
め
錫
、

マ
ン
ガ
ン
、

.タ
ン
グ
ス
テ
ン

、
’アシ
チ
モ
一
一
1等
は

、

特

.に

有

箴

視

泠

れ

る

°:
ぞ
''の
開
發
に»

T
.
.
. 

• 

. 

.

.

. 

» 

. 

.. 

•■•
•
•
*
•
•

 

•
'
•
•
•
• 

- 

• 

• 

. 

• 

• 

- 

• 

• 

* 

. 

•
•
-

て
歐
米
資
本
0
浒
動
が
漸
く
话
鏺
化
さ
ん
と
し
つ
\
あ
る
現
狀.
に
對
し
て
、
我_
國
と
し
て
は
深
茜
の
注
意
を
怠
つ
て
は
な
ら
な
：い
0

-'
. 

-

.•
，•全
般
的
に
見
る
裊
ら
ぼ
’
鑛

產

資

源

，
の

前

途

は

、

.
今
後
の
開
發
如
何
に
係
る
と
考
へ
ぢ
れ
る
。
新
支
那
建
設
の
過
程
ょ
り
見.
て
、
：南 

•.
支
の
事
膽
彳
必
ず
- -̂
樂̂
觀
女
康
^
ぬ
^
し
て
^
ボ
摹
灣
自
體
^
滩
傲
ょ
衫
す
队
ば
、'.
®

の
南
支
に
鲋
す
る
覼
心
は
、
遙
か
に
内
地
人
の
想
像
以
上.
で
あ
る
。•
本
稿
に
お
い
て
、
南
支
蕻
情
に
、つ
き
稍
多
く
の
行
間
を
費
し
た
の

:

も.
>..
實.
に
と.)

の
：理

由

に

あ

を':
94 

.

■

- .

南
支
に
比
し
て
、
南
洋
諸
邦(

佛
印
*f
ビ
，ル
マ•
豸
領
馬
枣
英
領
ボ
ル
ネ
オ
，蘭
ザ
比
雜
賓
等
を
含
む
ぼ
一
層
大
な
る
資
源
的
惯 

ー
値
を
保
有
f
る
夂
齋
產
资»

い
M
、
^
w
‘
鑛
資
源
^A

如
^̂

'.
.(

註)

；
：
：
言
ふ
：あ
：で

も

处

_
.
;
ぬ
れ
ち
諸
養
|
歐
米
列
强
の_

，
>
.
:
'
'讪る
國
際
肩
勢
^
平

和

钠

解

狹

彭

串

段

よ

;̂
:
^
.
纖

晁

植

民

地

再

分

割

爾

,
事
は
、
記
憶
に
新
ら
し
い
。
こ
吖
論
議
を
め
ぐ
つ
ズ
、
植
民
地
原
料
資
源
の
持
つ
價
値
も
、
幾
度
か
姐
上
に
載
せ
ら
れ
た
。
そ
の
場
合
の
一
般 

.
的
結
論
と•し
て
、
地
域
的
に
且
つ
又
種
目
上
に
お
い
て
若
干
の
例
外
を
除
く
外
は
、
そ
の
債
値
は
槪
し
て
豫
想
以
下
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
、
屢 

,

腿
主
張
せ
ら
れ
た
。
そ
の•例
外
中
の
镢
た
る
も
の
が
、■赏
に
こ
の
南
洋
諸
邦
で
あ
り
、
其
處
か
ら
產
出
さ
れ
る
錫
、
ゴ
ム
、
植
物
油
等•で
あ
.つ 

た
の
で
あ
る
。(

委
し
く
位
抓
稿「

植
民
地
原
料
資
源
問
題.
に
關
す
る1

考
察.
，(

--
面
學
會
雜
認
第
三
±
1
卷
笫
六
號
所
載〕

參
照
>0 

..
例
'へ
ば
*
.
南
洋
諸
邦
の
主
要
原
料
資
源
の
國
際
的
地
位
に
つ

い
て
は
、
次
の
如
今
數
字
が

け̂
ら
れ
る
パ
小
島
精

|

氏
著
1東
照
經
濟
論
3 

.

蝱
裨
エ
業
化
刖
題
の
檢
討 

 ̂

,
• 

‘

®
七

(

凡
五
七y

故 : ふ



祭
濟
エ
柒
化
問
題
の.
檢
射
'

f 

. 

• 

• 

•
.

へ
；
■ 

:
:

4

:

:
南
逬
諸
國
の
遵
鑛
資
源
の
：世
界
產
翱
に
對
す
：為

合

2

九
|

ー1 .
':

牟
>

四
八

(

八
五
八〕

茶 コ 挪 ゴ 農

那‘ ■ ブ .子 • 產

物

'

ん(

生
產
額)

，
；. 

#(

輸
出
額〕

へハ
_ 

ラ(

輸
出
額〕

;
へへ

(
生
達
觀
：：へ

0
B
&
/

.硬
：：
質

.;
顔

：：
維
«
出
:0
:

カ

ポ

ッ

ク

(

轍
出
額〕 

カ

サ

1

.ヴc

輸
出
額〕

米

(

祀
產
額〕

力
.
.
. 一'
^
.
. 

四
一
多 

七
五
^

'一：一
警
：

九
八
 ̂

五
五
^; 

..
八
七
於
：

'

八
.：
■

 

へ&
ー
_

銀，金 石 鐵 石 錫 錫 鑛

產

物

$
:
霧

■肩

；
。
へ
“
ぐ

;:
':?

:-.
-ハ
1

_
ー
パ"
.：ー'
:ー：

「

ノ

ン
グ

ス

T
y

.

五

ニ

ギ 

五
四̂三

^

1

■
参

 

0
^
0 

.ニ

ギ 

〇•
四
，％

ニ

气

ズ
で
机
本
諸
邦
を
含
め
^
奶

汰

康

亜

街

猶

獨

の

遍
^
金

书

揞

牙

我

國

爲

び

^

办

識

の
如
く
で
お
，る
。
し
か
も
、
こ
，の
南
祥
領
域
に
對
し
て
は
、
歐
來
諸
列
强
の
：利
害
が
相
交
錯
し
、
，問
題
の
性
質
を
し
て
益
々
紛
糾
に
導

.
-
-

■
■
:
'
- 

- 

- 

.

. 

.

'

•
 

- 

- 

... 

. 

.
' 

- 

;

:
:
.
. 

:
 

ノ

ノ

:
.
'
: . 

- 

.、
:•
■

V 

, 

,
 

- 

, 

.

.

. 

:

-

.■
- 

■

, 

-

ヤ
マ
%
嚷

■
國
あ
し
允
は
：其
處.
：に
國
內
：不

畫

源

^

多

< ;
'

ぞ

見

；響

が

故

：
_

_

_

懷

勢

乘

■ 

.
-
. 

V
 

-

.

い'
-
:
'
.
.
;
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.
. 

.

.

. 

.

.
V 

.

. 

: 

- 

. 

.

.

.
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:
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.
.
.
.へ.
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-

.

'

'

.

.

.

.

.

ス
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:
.
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•

.

.

.
 

.
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.

.

.
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.

.

:'
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.

.
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:
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.
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■
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.

心

を

寄

，せ

ざ

る

を

得

な

い

。

蘭

印

遽

の

石

池

の

如

き

、

そ
の

.
最

■%
典
型
的
な一

例
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ゴ
ム
、
錫
、
鐵
鑛
等
に
關
し
、卜 

南
洋
諸
邦
よ
り
の
輸
入
は
、
近
年
に
ぉ
ぃ
て
我
國
の
各
ロ
§
目
全
輸
入
量
の
夫
々
六
〇
乃
至
八
〇
<
を
古
め
る
と.
言
は
れ
る
。

：W

.

本
稿
に
お
い
て
は
、
南
洋
各
邦
の
資
源
產
出
狀
態
、貿
易
事
情
、
と
く
に
そ
の
對
日
關
係
に
つ
い
て
、論
究
す
る
紙
數
を
殘
さ
な
い
。 

(

と
の
'點
に
つ
い
て
は
、
後
日
稿
を
改
め
て
究
明
し
度
い
。意
向
で
あ
る
、

し
た
が
づ
て
、
そ
の
產
出
狀
態
の
概
況
を
知
る
た
め
に
"
各 

•邦
別.
に
資
源
名
を
列
記
す
る
に
止
め
る
。
そ
の.
順
位
は•
輸5

額(

一
九f

ニ
八
年
度.)

を
基
，準
と
し
た
。
‘藍
し
生
虚
額
に
つ
い
て
の
調
査
は 

不
宠
分
の
も
の
‘が
多
く
、
し
か
も
原
料
領
域
た
る
當
該
諸
邦
の
性
格.
に
，基
づ
い.
ズ
、‘邦
内
消
費
額
ば
比.
較
盼
些
少
と
考
へ
■ら
れ
る
が
傲

.で
-あ
-る
。

V 

. 

. 

. 

- 

■ 

» 

.

、〔

佛
邦〕

米
、
ゴ
ん
、
玉
蜀
黍
、
石
炭
、
魚
類
、
錫
鑛
、
㈱
畠
、
洋
灰
、
鳥
«
、
ヵ
ポ
ッ
ク
等
‘
 

.

C

泰
國〕

米
、
錫
鑛
、.
ゴ
ム
、
チ
ー
ク
材
、
穀
類
、
金
銀
等.

.

〔

ビ
ル
マ〕

米
、
石
油
、.
チ

ー

ク

材

、

錫

鑛

、

、ク

ン

ダ

ス

テ

■ン

■
: 

.

〔

英
領
マ
レ
ー〕

ゴ
ム
、
錫
鑛
、
自
動
車
燃
料
、
米
1
コ
ブ
ラ
、
ヶ
Fr
シ
I
ン
、
榕
椰
子
、
双
罾
燃
料
、
乾
罾
ゑ
、
鐵
鑛
等 

〔

英
領
ボ
ル
ネ
オ〕

■
ゴ
ム
、
石
油
、
木
材
筹

.〔

蘭

印〕

石
拙
及
同
製
ロ

g
、

ゴ
ム
そ
の
他-
植
物
油
臌
及
同
製
乩
'、
茶
、
渺
糖
、
錫
そ
の
他
鑛
物
類•

煙
草
、
藥
品
類
、
植
物
性
物 

0
0
,
クピオ力等：

 

•  
'

，

〔

比
律
賓〕

砂
糖
、
コ
ブ
ラ
、
椰
子
油
、
麻
、
煙
草
、
刺
繡
V
木
材
等 

‘

. 

上
記
せ
る
も
の
以
外
に
尙
未
發
見
、
■未
開
發-
の
多
糚
資
溉
を
包
藏
す
る
事
*
素
よ
り
明
ら
か
，で
あ
る
。
か
く
し.
て.
南

支

•
南

洋

を

含 

む
南
方
領
域
が
；：
い
か
に
葸
ま
れ
た
天
然
資
源
地
で
あ
る
か
の
大
體

を
；
推
知
し
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
こ
れ
ら
の
多
く
が
、
わ
が
國 

'
凌
樺
工
業
化
間
題
の
檢
射
： 

、

.31

丸

(

八
五
九)
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•  

'螯
灣
エ
業

化
！
：

題
の
檢
討
，

 

五
0
.
、

(<

六
0)

■ 

,

- 

.

.
 

. 

:
 

> 

.

•
へ
振
り
向
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
不
足.
が
多
分
に
充
た
さ
れ
る
事
は
、
敢
て
指
摘
ず
る
ま
で
も
な
い
9
嚴
密
性
を
欠
く
と
は
言
へ
ノ_

• 

' 

.

.

.- 

.

.

. 

.

.

:
と
れ
を
通
じ
て
、
わ
が
國
と
の.
資

源

的

連

絡

，

ひ

い

て

は

豪

灣

と

、
の
：提

携

(

•
と

く

に

そ.の.
電
力
と
の
結
合
の
，

を
、

.
種
> 
に
棒
想
す

，
る
事
が
可
能
と
な
る
。
多
種
多
様
な
重
•化
學H

業
資
源
の
趦
出.
は
、臺
灣H

業
化
に
對
し
て
、
明
'

ら
か
.

に
有
効
な
地
盤
を
■

提
供
す
る
。

,
■'
 

■ 

-I
... 

.
V
. 

:

■■
■.
 

, 

. 

■,
-

.

T
-.
'
v ソ
ド

■:
■;
.ぐ*
-■',■
.
 

i
: 

:
广
' 

.

.
-
'

■.
:
■
:
;-
■■.,
 
,
.
.
■..
■
■-
 

.

.

.

 

. 

:

:■
■-
 

■

. 

'南
方

政

策

め

推

進

を

通

じ

て

、

擺

携

實

現

の

努

ヵ

を

拂

は

：ざ

る

べ

：
か

ら

ざ

る

所

以

：で

ぁ

る

。
'

:•

.

.

.

.■
- 

'
V
-
.
' 

:

.

:

:

.
-
J
:
. 
广

■-
:
 

. 

v 

ン 

' 

.

.

.

我 

. 

„

•
.

.

'
資
源
が
存
在
す
る
と
い
4
事
と
:>
と
れ
を
：現

實

杧

利

用

し

#
る

狀

態.
に
立
到
る
：事

と

の

間

に

.
は

、
.
勿

論

尙

幾

多

の

解

決

さ

.
る
ベ
，
き

階
.

i
s

t
o
 

*

.
 

.

.

‘

:

■.南
方
問
題
に
ク
い
^

丨
基
本
的
に
は
、.
先
.
づ
と
.

れ
.

を
め
ぐ
る
國
際
的
紛
爭
の
.
_圓

滿

：な

政

治

的

解

決

が

要

：望

せ

ら

れ

る

.
0

.
南

洋

諸

邦

自 

體
に
對
し
て
は
'

、
我
國
の
主
張
に
對
す
る
正
し
含
認
識
と
.

共
榮
圈
猶
立
.

へ
の
'

そ
.

の
穰
極
钠
參
加
が
望
ま
れ
名
0

先
頃
の
.

泰
•佛
印
間
紙
爭 

に

關

す

る

我

國

：の

居

中

調

停

の

.■

成
功
、
さ
•

ら
に
'

我
國
と
こ
の
ニ
邦
と
の
間
に
お
け
.

各
通
商
條
約
の
締
結
は
.

、
こ
の
方
商
に
谘
つ
て
の
*

 

.
•

醒
の
、
有
効
な
端
緖
的
表
現
と
解
さ
れ
る
。
他
の
地
域
.

に
つ
い
て
も
、
同
樣
な
.
態
勢
の
確
定
が
望
ま
し
い
事
は
、
言
も
ま
で
も
な
い
？ 

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
む
ろ
ん
我
國
と
し
‘

て
も
、
充
分
の
準
« !

が
な
け
.

れ
ば
な
ら
な
い
.

0

經
濟
的
觀
點
か
ら
考
へ
て
も
、先
づ
第

r

に
、

’

從

來

動

义

す

私

ば

低

調

で

.あ
つ
た
我
國
の
南
方
貿
易
を
ハ
奴
.方
：の
利
益
.に
方
る
樣
.に
振
輿
じ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

:-
°

要

は

ギ

ヴ

ア

シ

：：

*ト
'

.

テ
ィ
ク.
の

原

則

の

確

立

に

ぁ

る

。

こ

れ

ら

諸

邦

の

，經

濟

的

開

發

"に
ょ
’つ
て
':.
そ
の,

源
の
提
供
を
得
る
上
共
に
、
往
民
の
購
買
ヵ
を 

•
增
加
に.
導

|̂ぃ
，邦
品
の.
市
場.
と
し
：
.
て
開
拓
す
る
の
努
カ
が
必
要
で
ぁ
：
.
る
0
し
か
も
又
そ.
の.
た

：
め

に

は
.
丫

栽

に

第

二
.
に
：，•開
發

：の
た
め
の

ムスじそ

0
先
驅
的

4

補
を
、
先

に

怫

管

ぉ
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立
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吏(

那
產
業
株
式
會
祚
の
活
動
に
見
み
事
が
出
來
る

。̂̂̂

'■
■
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月

日
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合
雛
の
資
本
金
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萬
ビ
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ス
タ
”
を
以
て
開
拓
子
畲
社
と
し

.
て
設
立
き
、れ
た
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事
業

H
的
は
、
當
社
は
鐡
鑛.

マ
ン
ガ
ゲ
鑛
の
織
人U

.

あ
っ
た
が"
最
近
に
お
い
て
、
佛
系
の
二
ッ
ヶ
'ル
、•
ク
ロ
ー
ん
會
社
を
賢
收
、
鑛
山
投
資
に
乘
り
出
し
だ.
と
傳
へ
ら
れ
る
。
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濟
的
に
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ふ
も
の
セ
あ
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的
見
地
か
ら
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そ
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必
要
が
絕
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あ
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と
す
る
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不
可
避
の
も
の
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か
も
か
、
る
關
聯
は
、
我
國
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中
心
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圈
内
諸
邦
に
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い
て
の
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組
織
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產
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配
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に
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さ
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に
。
又11
|-
滿
な
名
逋
商
關
係
、
換

滑
な
る
進
行
を
計
る
た
め
に
：は
、.
諸
種
の
具
體
的
，手
段
の
整
備
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
否
實
に
か
、
る
具
體
衲
施
設
の
盤
頓
を
見
な
‘. 

け.
れ

ば

、
：
現

實
-
の

關

聯

が

成

立

し

た

と

は

.言

ぶ

難

>0-
_
例
'.へ
：ば
：資

源

は

存

在

し

.
て.
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、

そ0

'
資
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尥
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し
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，南
方
問
題
の
瑰
段
階
ょ
り
す
れ
ば
、.
上
述
せ
る
所
は
基
本
方
針
の
指
示
に.
止
り
、
理
想
と
す
べ
き
狀
態
の
開
陳
と
し
て
の
み
理
解
さ
：'

.
れ
る
。
M'
密
忙.
は

、

現
在
は
と
れ
柃
至
ー
る
遍
渡
期
と

.
見

：る
の
：

.
が

至

當

セ

.あ
ら
ぅ
デ

(
し

て

？

S

へ
ら
れ
な
い
。.
目
標
に
向.
っV

現
狀
I

f
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奪

し

め

っ
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步
く
前
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t

な

い
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で
あ
る
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の
進
行
過
程
に
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い
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做
多
く
の
摩
犓
を
免
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像
し
得
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あ
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ー
議
經
濟
の
變
革
方
向
、
そ
の
エ
業
化
爵
の
進
路
に
つ
い
て
も
“

向
を
逛
準
と
し
、
こ
れ
に
照
應
し
て
の
み
決
定
せ
ら
る
べ
き.
も
の
で
あ
，る
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と
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に
臺.
！：

工
業
化
に
關
し
て.
は
、•
そ
の
'基
瀧
と
し
て
先
づ
島
內
經
濟
事
情
の
安
定
を
計
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
產
業
開
發
方
針 

:
の

確

碁.
あ
名
;:
°
旣
往
匕
#
い

そ

ヶ

へ

臺

灣
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は
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業
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.
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杓
地
の
要
求
に
栽
づ
い
て
、
こ
の
ニ
者
を
め
ぐ
•る
變
轉
，の
過
程
は
絕
え
;^
練

返

さ

れ

た

。

こ

れ

に

よ

つ

て

臺

灣

經

.濟
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I
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デ
近
年
に
:̂
锨
冬B

業
化
蓮
鎖
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D
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頭

に

參

沭

3
臺
_
經
濟
運
營
ゎ
撤
則
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指
摘
し
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そ
淡
目
顧
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農
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一
再

■
成

ど

式

截

牝

の

囉

鐘

猶

渺
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麵
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«
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期
犹
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南
方
情
勢
の.
新
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開

は

玲
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經

：濟
め
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泼
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允

對

し
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檢
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必
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確

保

を

第'義
的
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、
：

.
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糧

領

域

と

し

：：て
，
の

.
地.
位

が

：再
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太

，き

べ

映

像

さ

れ
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亡
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他
方
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進
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ん
^
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あ
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解
せ
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れ.
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面
に
お
い
て
、
農
業
と
の
調
整
を
計
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現
時
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傭
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へ
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る

事

と

夫

主

業

化

問

鶴

----, 
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..........................-.
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:
太
平
洋
を
め
で
务
國
際
狀
勢
'0.
急
迫
：化
^
備
：へ.
セ
、：

)

南

方

軍

事

的

據

點

と

：し

.
て

£
の•
意

味.
に
お.
い

て

、
.
軍

需H

業.
の

急

速

な

る

建

設

に

、
，
擧

島

的

な

贺

カ

を

親

.
倒
：す
べ
き
事
は
當
然.
で
'あ.
る
？

は

、

擧

國

的

：な

要

請

と

ネ

言

：
へ
ょ
ぅ
。

.
か
く
し
て
'.島
內
エ
業
化
の
現
狀
に.
關
す.
る
限
り
、1

意
專
心
こ
の
：方
向
：に
向
つ
て
前
進
が
^

.:
 ̂

.
ら
れ
つ.
、
あ

る

。
.
極
端
に
言
へ
ば
"
そ
の
た
め
に
は
、
將
來
の
發
展
の
装
礎
た
る
べ
き.
電
力.
資
源
の
開
發
ず
-̂

も
が
、
或
程
度
制
約
さ

r
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勝
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技

向

け

.
る

べ

き

事

は

言

：ふ

炱

货

冬

な
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送
電
申
込
に
應
じ
切
れ
な
い
憾
も
あ
る
が
、
今
後
の
開
發
に
期
待
す
る.
と
共
に
、
對
外
的
に
は
、
我
國
南
方
政
策
の
動
向
に
應
じ
て
、

:

資
源
的
連
絡
に
關
し
、"：漸
次

そ

；

.
の.
真
歡
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と
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れ
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び
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運

施

設
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充

や

必
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逃
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車
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路
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設

、
、
海

^
^

、
る
育
成
施
設
の
完
備
を
俟
つ
て
こ
そ
*
工

業

化

も

.亦

本

格

的

軸

_道
を
進
み
得
る
に
外
な
ら.
な
い
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か
く
し
て
工
業
化
問
題
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狹
く
は
島
内
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事
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廣
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我
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發
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方
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に
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立
さ
：る
べ
:^
太
東
蓝
共
榮
圈
a
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K
^̂̂

ば
、
间
下
の
所
困
難
で
あ
る
。
共
榮
圈
そ
の
も
の
が
建
設
の
過
程
に.
あ
，る
以
上
、
早
急
な
結
論
は
避
く
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
龙
C
共
榮
圈
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和
に
つ
い
て
は
*
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域
夫
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立
地
條
件
に
塞
少
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て
計
畫
的
な
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業
配
分•が
遂
行
さ
る
べ
き
事
は
明
白
で
あ
る
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阼
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簦
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！
：

題
の
險
ホ 

, 

2
 
.

(

八
六liiv

'



:

.

漤
潸
.

H

業
■
化
間
斑
の
檢

1M
1

-

五̂

(

八
六
四)

.

: 

表
せ
ら
れ
た
日
滿
支
を
通
ず
る「

國
，土
計
盡
設
定
要
綱」

は
、
版
'̂.

か
に
の
方
问
に
向
つ
て
ぞ
の
發
足
を
印
す
に
足
る
9

現
狀
ょ
り
推
す
限
り
、
臺
灣
に
つ
い
て
、
農
'業
領
趟
と
し
て
の
地
位
の
保
持
は
、
今
後
も
暫
く
は•必
要
で
あ
ち
ぅ
。
し
か
も
他
方
エ 

業
化
I

I

し
て
は
、
圈
S

地
I

並

び

編

；

條

件

倉

§

1
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|

づ
い
て
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此

蠻
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せ
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需
工
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第1

次
询
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礎
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す
I
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の
他
Q
;s
•
化
夢
！

h

藥
'の
育1
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が
、
エ
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'
化

運

：動
：の
：進

路

と
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し
て
識
定
せ
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
ヒ
れ
に
つ
い
て
及
農
業
と
の
調
盤
も
*
先
に
指
摘
し
た
如
ぐ
肝
要
で
あ
る
。
又H

業
^ ;
自

體

に

つ

い

て 

も
ノ
今
後
招
來
さ
る
べ
き
新
狀
勢
に
對
し
、
出
来
得
る
限
り
の
見
透
し
を
試
み
る
と
共
に
、
要
於
せ
ら
れ
る
轉
換
に
對
し•
て
は
、
精
極 

的
に
’應
ず
各
だ
け
の
用
魚
と
覺
瞎
が
望
ま
'し
^
の
で
あ
る
。.
.
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>
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:■.
,
ハ.

：
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む
ろ
ん
工
業
化9

前
途
に
枕
可
成
り
の
因.

が
豫
韻
せ
ら
れ
る
。
島
内
事
情
か
ら
も
齋
は
南
方
赞
源
と
の
連
紙
か
レ
も
ゝ
豫
想
と 

.
の
背
反
或
は
不
測
の_

の
發
生
は
免
れ
な
；

s

で'あ
ち
ぅ.
。
た
r
す
べ
て
は
共
榮
圈
建
設
の
た.
め
の
、
又
建
設
せ
ら
れ
た
㈣
り
に
お
い 

て
の
共
發
圈
内
の
要
求
に
從
つ
‘て
、
規
觉
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。C

六
月
十
五
日
稿
了
ン

パ

一

へ
_

;:
!

顏

1
灣
■

年
識(

漏
際
1

通
1
^

劊
§

1

1
带

暴_

1

續
,

ェ

輕

§

吼
題
六

.

授
楠
卯
隆
三
氏
執
筆
リ
は
、，
工
業
化
運
励
の
具
體
的
事
實
を
讓
■

に
、

エ

槳

化

の

必

然

搜

そ

の

私

霞

及

ぴ

制

限

性

に

つ

ぎ

綿

帮

な

を 

觚
明
を
提
供
す
る
。
御一

讀
を
推
獎
し
度
い
。• 
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那̂
事
變
^

鍊

総

聚̂
！
®
縱
濟
办
_
展
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&
民

生

液_
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讅
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奴
_
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で
も
無
ハ
が
本
邦
內
地
都
市
の
發
達
も
亦
、
.著
し
き
變
北
を
■見
せ
つ
'、
あ
.る
も
の
X
’一
 
と1K

ふ
事
が
出
來
る
o 
.現

-?
敗
凉
7=
人
ロ
は
七 

百
萬
S

ん
と
し
、一

千
萬
ル
口
、の
將
來
さ
へ
決
し
て
遠
く
な
い
も
の
.と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
文
各
地
方
に
は
新
興
都
市
の
勃
興
が
あ
り
、

:

.都
张
間
览
が
國
內
問
陳
の
#

&

地̂

像

お

占

：め

：
で

被

_

現
ぬ
歡
國
國
土
^-
畫
^
定
^
赛
馨
水
燦
い
で
^

.
: s
w
.酉
禮
に
_

4
計
_

つ
て
大
都
市
I

心
に
工
場
が
■

に
增
設
さ
れ
た
結
集
、
都
市
-と
.農
村

6
人
ロ
に
異
常
な
變
化
を
生
じ
て
ゐ
る
。
即
ち
都
市
は
過
摩 

^

衞防爹龙夜か

^
^

.1

方
農
村
で
は
先
祖
傅
來
の
美
田
が
潰
滅
し
、
山
林
が
荒
廢
に
導
か
れ
，る
な
ど
.
*種
々
の
問
題
が
起
づ
て
を
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
•一
 

一
./
/
:定
の
針
#:
^
基
づ
t
銃
制
紀
»:
へ
.、念

要

_
職
■

切
_

問
願
わ
■
つ

て

(
「

國
土
計
畫
校
つ
“
て
■
割
院
、
'
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